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秋田県における環境放射能について（昭和 63年度）

勝又貞一＊武藤倫子＊佐藤泰子＊

I 緒 言

本報告は秋田市を中心とした環境放射能に関する昭和

63年度 (63.4～平成元年． 3)の調査結果であり，

技術庁委託分に当所で一部追加して行なったものであ

る．

II 調査の概要

A.調査対象

表1に示した．

B. 測定方法

試料の前処理および測定法は，科学技術庁編「全ベー

タ放射能測定法（昭和52年）」， ;Nal(T 1)シンチレー

ションスペクトロメータ機器分析法（昭和49年）」，「放

射性ストロンチウム分析怯（昭利58年）」等に（仕じた．

C. 測定装置

NaI (T 1)波高分析器：日立 505型

低バックグラウンド自動測定装置：アロカ LBC-

451型

シンチレーションサーベィメータ：アロカ TCS 

121型

モニタリングポスト：アロカ MAR-R-42 

Ge (Li)半導体検出器付波高分析装置：キャンベラ

8100-4 K（秋大医学部）

Ill 調査結果

A.雨水の全B放射能
大型水盤による 1ヶ月ことの測定結果を表2,定時採

水 (AM9時）の結果を表3と図1に示した．年度を通

して特に高いiJ閲度の値は観測されず， 12ヶ月間の全f3

放射能降下量は1.16MBq／叫で，前年度と同じく低レ

＊秋田県衛生科学研究所

表1 調査対象

調査試料 採取場所 I検体数

各

野菜（キャベツ） 秋田市 ー

II （大根） II ー

種牛 乳 II 2
 

：`ロー一芦口］ ： 
ロ 1日常食 I 11 I 2 
titi 

米

陸 1上水（蛇口水）

ー

II 2
 

ロ土壌草 水 II 

• | -

地 I河辺町

ー

2
 | 

雨 I定 時 採 * I秋田市 I降雨毎
水 I大型水盤

空間線］ロロニ

牛乳（原乳） （131I) 

II 1 1カ月毎

JI I周年連続

11 I 12 

11 1 6 

ベルに推移した．

B．各種食品，降水，土壌等の全B放射能

表 4~80)とおりである．何れからも異常値｛ま観測さ

れなかった．
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表2 雨水ちりの全ベータ放射能（大型水盤による 1か月毎）

採取 採 取 期 間 降水鼠 採取後 測定 供試量
数比ッドク率計較グ数試（ラ料除率ウ計バ） ン

バックグ

計響グラ数ウ四率ン）ド

月間降下且試料 測定迄 ラウンド
備考

番号 年月日 月日～月日 日数 のh時r間 年月日 計数率
mm ml cpm cpm cpm MBq/knl 

1 63. 4. 28 4月1日～4月28日 27 115.l 6 63. 4. 28 100 10600.7土32.60.6土0.2 38.0士7.1 0.10 

2 63. 6. 1 4月28日～6月1日 34 128.3 6 63. 6. 1 100 10787.9士32.80.6士0.2 37.0土7.0 0.06 

3 63. 7. 1 6月1日～7月1日 30 80.8 6 63. 7. 1 100 10768.8士32.80.7士0.3 59.5士5.8 0.01 

4 63. 8. 1 7月1日～8月1日 31 66.7 30 63. 8. 2 100 10634.0土32.60.7土0.3 7.5士4.5 0.00 

5 63. 9. 1 8月1日～9月1日 31 165.7 6 63. 9. 1 100 10310.0士32.11.1士0.3 24.5士6.7 0.06 

6 63. 10. 1 9月1日～10月1日 30 138.0 6 63. 10. 1 100 11220.2士33.50.7士0.3 15.0土5.4 0.04 

7 63. 11. 1 10月1日～11月1日 31 160.4 6 63. 11. 1 100 10786.7土32.80.7士0.3 33.0士6.9 0.15 

8 63. 12. 1 11月1ll~12月1日 30 172.9 6 63. 12. 1 100 10799.8士32.91.0士0.3 35.0土7.4 0.22 

， 64. 1. 4 12月1日～1月4日 34 162.9 6 64. 1. 4 100 10912.4土33.00.8土0.3 19.5士5.9 0.13 
10 1. 2. 1 1月4日～2月1日 28 115.0 6 1. 2. 1 100 9989.1士31.60.8士0.3 3.0土4.4 0.01 

11 1. 3. 1 2月1日～3月1日 28 72.8 6 1. 3. 1 100 10396.1士32.20.7士0.3 33.0士6.9 0.11 

12 1. 4. 1 3月1日～4月1日 31 158.8 4 1. 4. 1 100 10937.5土33.l1.1土0.3 4.0士5.1 0.01 

表3 雨水の全ベータ放射能値（定時採取）

年 月 測定回数 降水量 最 百値 最 應値 平 げ値 降MBq／叫下mm B R, B £ B £ 

昭和 63.4 13 115.1 2.9 

゜
0.82 0.05 

5 13 128.3 4.0 

゜
1.51 0.12 

6 ， 80.8 2.9 

゜
0.90 0.03 

7 ， 66.7 2.0 

゜
0.22 〇.03

8 7 165.7 0.8 

゜
0.21 0.02 

， 13 138.0 0.9 

゜
0.07 

゜10 16 160.4 3.5 

゜
1.11 0.11 

11 14 172.9 6.3 

゜
2.38 0.27 

12 18 162.9 4.0 

゜
2.10 0.31 

平成元． 1 12 115.0 4.0 

゜
1.43 0.14 

2 10 72.8 5.2 

゜
1.81 0.03 

3 16 158.4 2.7 

゜
0.61 0.05 

（測定は6時間更正値）
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表4 陸水の全ベータ放射能

採取年 水温 供試量 測 定 比ウ（較除ン試バド料計ッ計数ク数率ク亨） フ
ノゞ贔グラウン 試ッ料ク計グ数ラ率 （バ

試料 ド率 ウンド 放射能濃度 蒸 発
種 類 採取場所 PH 計数率）

番号 月日等 ℃ £ 年月日 Bq/£ 残 四物
cpm cpm c Pm/R, 晦£

1 上水（蛇口水： 63. 7.12 秋田市衛研 6.99 22.0℃ 1.00 63. 7.13 11185.4士33.4 0.6士0.2 2.6士0.62 0.10士0.02 90.6 

I 
秋田市添川 6.18 2 淡 水 63. 7.26 20.7℃ 1.00 63. 7.28 10918.0土33.0 0.7土0.3 1.5土0.54 0.00士0.00 56.4 

3 上水（蛇口水） 63.12.13 秋田市衛研 6.18 9.7℃ 1.00 63.12.15 10717.1土32.7 0.9士0.3 2.2士0.62 0.10土0.02 80.0 

表5 土壌の全ベータ放射能（直接測定法による）

ー

1
2
3
ー

採 取場所 採取 採取 乾燥 供試量
比ウ（較除ン試バド料計ッ計数ク数率ク亭） フ

バックグラ
乾試ウ（除ン料バ1ド計ッg計‘ク'数1数グり亨率） フ

放射能濃度（含K)
試料 採 取 採取 測定 ウンド計数

面積 全贔 細土 率番号 年月日 地名 種類深さ 方法 c吋 g g g乾土 年月日 cpm CPm Bq/ g乾土 MBq／叫
cm cPm 

1 63. 7.29 河岩見辺三町内 草地 0-5 251.2 1,808 1,014 961 63. 8.19 135.46士2.14 0.68士0.15 8.96士0.59 1.0土0.06 40士2.7

2 63. 7.29 II /I s-20I 1 一 II 4,945 2,732 2,721 63. 8.19 " ／／ 10.99士0.64 1.2士0.07 130士8.0

表6 農畜産物（精米，野菜類，茶，牛乳）の全ベータ放射能

（精米，野菜類，茶）

試料 採 取 測 定 新鮮物 灰分 供試量 比較試料計数率 バックグラ → 除ン料バド計計ッ数ク数率ク、＇ 放射能濃度（含K)

種 類 部位 （ 胃鮮重 （除バ社クグラ ウンド採取場所 重量 り） ウンド数率） 計数率
ウ）

番号 年月日 年月日 g ％ g灰 cpm cPm 灰分500mg当り Bq/g灰 Bq/g生

I 
cpm 

1 63.10.26 キャベッ 廃葉洗後部 秋田市 1. 2. 7 8,000 0.825 0.50 137.53±2.15 0.8士0.163 105.5士1.89 11士0.3 0.09士0.00

2 ” ダイコン 水根洗後部 ” ” 8,000 0.636 
II II II 110.2士1.93 12土0.3 0.07士0.00

3 63.10.15 米 精米 II II 4,000 3,108 II ／／ II 3.467士0.41 0.4土0.04 0.01士0.00



（牛 乳）

試料 採 取 測定 新鮮物
（灰新当鮮分重

供試量
比（較除試バ料ッ計ク， バックグラ 試（除料バ計数率 放射能濃度（含K)

種 類 採取場所 量 ウンド
灰ウ分ン5ド0計0ッmg数ク当率グり） ラ

番号 年月日 年月日 g/り）1!, 
ウンド計数率 計数率 Bq/g灰 B q/ £生ml g灰 cpm cpm cpm 

1 63. 8.24 牛 乳 秋田市 1. 2. 7 9,000 6.08 0.50 137.53士2.15 0.8士0.163 51.37土1.33 5.6土0.2 34土1.0

2 63.12. 6 ‘’ II II 8,500 5.83 0.50 ／／ II 58.37土1.41 6.4士0.2 37士1.1

表7 日常食の全ベータ放射能

|

1

2

4

1

 

試

比（ウ除較ンバ試ドッ料計ク数計数グ率亨） フ バド計ッ数ク率グラウン 試5バド0計料伽ッg計数ク当数率グり率）ラ灰ウ（除分ン
放射能濃度（含K)

料 採取 生産量 灰 分 供試量 測定

‘番
採取地

年月日 kg g／入・日 g灰 年月日
可ロ cpm cpm Bq/g灰 Bq／人・日

cpm 

1 63. 7.18 秋田市 10. 42 19.78 0.500 135.46土2.14 0.68土0.15 63. 8.19 30.33±1.03 3.4±0.1 67土2.5

2 63.11.14 II 10.00 31.08 II 137.53土2.15 0.8土0.16 1. 2 7 17.8士0.80 1.9士0.1 60土2.9
， 

表8 水産生物（淡水魚類，海水魚類，貝類，藻類）の全ベータ放射能

試

灰重分量当（新り鮮） 比（ウ除較ンバ試ドッ計料ク計数数グ率率） ラ バンッド計ク数グ率ラウ 試晶料計守数率00 
放射能濃度（含K)

料 採取 種類及 採取 供試量 測定
採取場所 採取量

番 年月日 び部位 方法
％ 

g灰 年月日
方ロ cpm cpm cpm Bq/g灰 Bq/g生

1 63. 6.15 男鹿沖 コイ（全身） 5.28 0.500 63. 8.19 135 46士2.13 0.68士0.15 19.93土0.84 2.2土0.1 0.1士0.00

2 63.7.26 秋田市 タイ（全身） 3.97 0.500 63. 8.19 135.46士2.13 0.68土0.15 25.09土0.94 2.2土0.1 0.1士0.00
！ 



表9 土壌の放射性核種分析 ('°Sr,'"Cs)

試 ストロンチウムー 90 セ シウムー 137

料 採取 採取 畠悶 冒屠 悶塁 畠塵 供試量
種類 測定 乾土中 面積当り 測定 乾土中 面積当り番 年月日 場所 g乾土

可に
cm c吋 g g 

年月月 Bq/kg MBq／温 年月月 Bq/kg MBq/knl 

1 63. 7. 29 河辺町 草地
I 平成 I 0-5 251.2 1,808 1,014 100 1. 3. 28 53士1.0 2.1土0.04 63.12.16 120士1.9 4.8土0.08

2 63. 7. 29 河辺町 草地 5-20 251.2 4,946 2,732 100 平成 25士0.79 2.7土0.09 63.12. 18 97士1.8 11土0.19
1. 3. 28 ! 

表10 農蓄産物の放射性核種分析 (90Sr,137Cs) 

l
l
2
5
—
ー

試 試料の性質 ストロンチウムー90 セシウムー 137

料 採取
灰分 カルシウム カリウム

供試量

番
種類 部 位 採取場所 測定 生体中 ストロン 測定 生体中 セシウム

年月日 ！ ，（生体中）＾ 己 量 ノE 量 g灰 チウム
方ロ

％ g/kg生 g/kg生
年月日 Bq/kg 単 位 年月日 Bq/kg 単 位

1 63.10.26 ダイコン根部（水洗後） 秋田市 0.636 0.310 2.07 6.356 平成 0.34士0.0330.0土2.45平成 0.04土0.010.53士0.13
！ 1.3.28 1. 1. 9 

2 63.10. 26 I I キャベッ 葉部（同上） 秋田市 0.825 0.581 2.67 8.250 平成 0.48土0.0322.3土1.51 平成 0.09士0.010.86士0.141. 3.28 1. 1. 6 

3 63.10.15 コ メ 精 米 秋田市 3.108 0.085 1.06 31.08 平成 0.08土0.0225.9士6.24
平成 0.09士0.03 2.4士0.75

1. 3.28 1. 1. 5 

表11 牛乳の放射性核種分析 ('°Sr,137Cs) 

試 試料の性質 ストロンチウムー90 セシウムー 137

料 採取 供試量

番
種類 採取場所 灰分

含カgル/シ£ウ生量ム
カリウム 測定 生体中 ストロン 測定 生体中 セシウム

年月日
含g/ R, 量生

g灰 チウム
可ロ g/£生 年月日 Bq/ R, 単 位 年月日 Bq//2, 単 位

1 63. 8.24 原乳 秋田市牛島 6.079 1.09 0.94 6.079 
平成 0.06士0.02 1.56土0.55 63.12.19 0.10土0.01 2.9土0.281. 3.28 

2 63.12. 9 原乳 秋田市牛島 5.825 1.19 1.03 5.825 
平成 0.04士0.02 0.84士0.44 63.12.20 0.30士0.01 8.3土0.241. 3.28 



表12 日常食の放射性核種分析 (90Sr,137Cs) 

試 ストロンチウムー90 セシウムー 137

料 採取 生産量 灰 分 カルシウム カリウム 供試量

番
採取場所 測定 ストロン 測定 セシウム

年月日 kg g／人・日 mg／人・日 mg／人・日 g灰 Bq／人・日 チウム Bq／人・日
可ロ 年月日 単 位 年月日 単 位

1 63. 7. 21 秋田市 I10.42 19.78 810 1,680 9.49 
平成 0.19土0.04 2.82土0.63 63. 9. 2 0.24士0.04 3.8士0.651. 3. 28 

2 63.11.18 秋田市 10.00 31.os i I 699 1,580 15.53 平成 0.09士0.03 1.56土0.59 平成 0.17士0.03 2.8土0.511. 3. 28 1. 1.10 
→ヽ

表13 水産生物の放射性核種分析 (90Sr,137Cs) 

1

2

(i
 

試 ストロンチウムー 90 セシウムー 137

料 採取
生体中

供試量
カルシウム カリウム

番
試料名 採取場所 灰分 含量 ＾ E 董 測定 ストロン 測定 セシウム

年月日 ％ g灰 g/kg生 g/kg生 Bq/kg生 チウム Bq/kg生
可に ； 年月日 単 位 年月日 単 位

1 63. 7. 26 コイ 秋田市 3.97 39 7 14.5 3.30 平成 2.8士0.28 5.2土0.52 63. 9. 1 0.90士0.08 7.3士0.641. 3 28 

表14 牛乳中の放射性ヨウ索の分析（1“I)

ヨウ素ー 131

試料 採取 測定 供試料 測定時間 バド計ッ数ク率グラウン 試全計数料率 計カリウ数ムー4率0 
採取場所 種類 計数率

番号 年月月 年月日 £ min cpm cpm Bq/R, cpm 
cpm/R, 

63-1 63. 4 28 秋田市牛島 原乳 63. 4 28 2 1,000 24.43土0.17 3.51士0.24 6.81土0.24 0.24土0.14 検出されず

63-2 63. 6 14 秋田市牛島 原乳 63. 6. 14 2 I 1,000 27.73土0.17 4.22士0.24 8.15士0.24 I 0.19土0.14 検出されず
i ！ 

63-3 63. 8. 24 秋田市牛島 原乳 63. 8. 24 2 1,000 27.53士017 i 3.58士0.24 7.22土0.24 0.13士0.14 検出されず
！ 

63-4 63.10.14 秋田市牛島 原乳 63.10.14 2 1,000 27.33土0.17 3.79士0.24 6.31土0.24 0.36士0.14 検出されず

63-5 63.12. 6 秋田市牛島 原乳 63.12. 6 2 1,000 26.82土0.16 3.64士0.24 6.64土0.24 0.32土0.14 検出されず

63-6 平1.成2.15 秋田市牛島 原乳
平成 2 1,000 27.45土0.17 3.18士0.24 6.37土0.24 0.09土0.14 検出されず
1. 2.15 
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図1. 面水による全¢放射能降下星と降水呈
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図2. モニタリンクボストによる空間線量
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表15 モニタリングポストによる空間線量測定値

測定年月日
上値平均値 下値C平P均S値 平均値
CPS CPS 

昭和63. 4 15.1 14.1 14.4 

5 15.3 13.9 14.5 

6 15.6 14.0 14.6 

7 15.4 14.0 14.4 

8 16.7 14.0 14.6 

， 15.4 14.2 14.7 

10 16.1 14.3 15.0 

11 19.3 14.4 15.2 

12 16.8 13.5 14.7 

平成元． 1 16.6 13.6 14.9 

2 16.3 13.4 14.6 

3 155 14.1 14.5 

c.各種食品，土壌中の唸r, 137Cs 
表9~13に示した．検出限界以下となったのは，牛

乳 (8,12月）と日常食 (11月）の90Srだけであり，前

回より減少している．しかし全般に低レベルであること

に変わりはなかった．

D. 牛乳（原乳）中の叫

表14に示す． 6回とも全て検出限界以下であった．

表16 シンチレーションサーベイメーターによる空間線量率

測定年月日時 測定場所 天候 測 刷値μ hr 
S 63. 4.26 11 : 00 秋田衛研 晴 6.8 

63. 5.25 10 : 25 ” 曇 7.6 

63. 6.23 10 : 00 II 快晴 7.8 

63. 7.26 11 : 00 II 快晴 6.7 

63. 8.31 10 : 05 ” 薄曇 7.9 

63. 9.28 16 : 25 II 曇 7.0 

63.10.24 14: 45 II 曇 7.2 

63.11.25 10 : 25 II 曇 6.7 

63.12.27 14 : 35 ” 晴 6.5 

元．1.2611 : 25 II 快晴 6.8 

元． 2.2210 : 00 II 小雪 7.1 

元． 3.8 10: 40 II 晴 7.2 

E. 空間線量

モニタリングポストによる周年連続測定の空聞線量を

図2と表15,シンチレーションサーベィメータによる月

毎に一回測虻したものを表16に示した．いずれも通常

の変動巾以内に納まっていた．

IV結語

本期間を通じて異常値を記録した試料は全く見られ

ず，横ばいないし漸減傾向にあった．
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